
　

四
月
一
日
に
新
元
号
「
令
和
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
令
和
」の
出
典
に
つ
い
て
は
国
書
で
あ
る
万
葉
集
「
巻
五　

梅
花
の
歌
三
十
二
首
并
せ
て
序
」。
天
平
二
年
（
七
三
〇
年
）の
大
宰
帥
の
大
伴
旅
人
邸
の

梅
園
で
催
さ
れ
た
「
梅
花
の
宴
」の
宴
席
で
詠
ま
れ
た
三
十
二
首
の
序
文
だ
そ
う
で
す
。

　

戦
後
の
昭
和
、
平
成
を
生
き
て
き
た
・
・
・
さ
ら
に
「
令
和
」
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

過
去
へ
の
懐
か
し
い
想
い
が
自
分
の
中
に
し
っ
か
り
と
住
み
つ
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

戦
後
の
平
和
な
時
代
に
生
を
受
け
て
、
子
供
時
代
を
過
ご
し
何
不
自
由
な
く
学
生
生
活

を
お
く
り
、
多
く
の
恵
ま
れ
た
人
間
関
係
の
な
か
で
、
仕
事
も
私
的
な
交
友
関
係
も
充
分

満
足
で
き
る
よ
う
な
環
境
で
時
間
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。

社
会
の
激
動
の
流
れ
の
な
か
で
自
分
の
時
間
を
多
少
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
沈
む
こ

と
も
な
く
波
に
身
を
任
せ
て
い
た
時
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
櫂
を
片
手
に
力
任
せ
に
舟

を
漕
い
だ
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

　

大
正
、
昭
和
の
戦
前
を
生
き
て
き
た
方
に
は
、
そ
れ
以
上
に
想
像
も
出
来
な
い
ほ
ど
の

大
き
な
も
の
を
抱
え
も
っ
て
「
令
和
」
を
迎
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

梅
花
の
優
し
い
香
り
に
誘
わ
れ
て
、
個
性
的
な
蝋
梅
の
香
り
に
誘
わ
れ
て
、「
か
ら
っ
風
」

が
い
つ
し
か
「
春
一
番
」
と
な
り
、
快
い
春
風
が
吹
き
始
め
る
頃
、
桜
の
花
び
ら
が
雪
の
よ

う
に
舞
い
な
が
ら
足
元
を
絨
毯
の
よ
う
に
埋
め
尽
く
し
、
次
第
に
美
し
い
新
緑
が
風
に
揺

れ
、
囁
く
よ
う
な
音
を
た
て
て
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
快
い
風

に
和
ら
ぐ
よ
う
な
良
い
日
々
を
「
令
和
」
と
い
う
元
号
の
も
と
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
願
う
ば

か
り
で
す
。

　

四
月
は
新
年
度
の
始
ま
り
、
さ
ら
に
新
元
号
の
始
ま
り
を
五
月
に
控
え
て
、
入
園
式
、

入
学
式
、
新
学
期
、
入
社
式
と
お
祝
い
事
も
多
く
、
出
費
も
重
な
り
、
多
忙
な
毎
日
を
過

ご
し
、
さ
ら
に
体
調
を
崩
し
た
り
、
少
し
遅
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
り
と
精
神
的

に
も
肉
体
的
に
も
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
や
す
い
季
節
で
す
。

少
し
気
を
引
き
し
め
て
日
常
生
活
を
自
然
体
で
切
り
抜
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

四
月
末
か
ら
五
月
初
旬
（
四
月
二
十
七
日
〜
五
月
六
日
）
ま
で
ノ
イ
エ
ス
朝
日
は
休
暇

に
入
り
ま
す
。（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
も
お
休
み
で
す
。）

五
月
十
一
日
（
土
）
か
ら
八
月
初
旬
ま
で
企
画
展
、
貸
画
廊
が
続
き
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
個
展
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
展
あ
り
。
ま
た
、
ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
初
め
て
個
展
を
す

る
方
と
、
新
た
な
出
会
い
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
恒
例
に
な
り
ま
し
た
石
川
薫
記
念
地
域
文
化
賞
受
賞
者
特
別
講
座
が
下
記
の
日

時
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
事
前
予
約
も
受
け
つ
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
出
か
け
下
さ
い
。
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
武
藤
）

ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
）
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ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

　

小
松
健
一
写
真
展
「
民
族
曼
陀
羅
」
中
國
大
陸
に
は
、
多
く
の
方
々
が

来
廊
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
中
に
四
回
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し

「
多
様
性
の
中
に
共
生
す
る
大
陸
」
八
三
二
七
〇
キ
ロ
の
旅
を
作
品
鑑

賞
し
な
が
ら
、
参
加
者
と
と
も
に
旅
を
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
一
日
、
小
松
氏
を
ネ
パ
ー
ル
の
方
が
や
っ
て
い
る
カ
レ
ー
屋
さ

ん
に
案
内
。
普
段
は
昼
食
時
に
一
人
で
食
事
を
し
て
は
、
店
の
人
と
チ
ャ

イ
（
香
辛
料
が
入
っ
た
紅
茶
）
の
作
り
方
や
雑
談
を
し
て
く
る
の
で
す

が
・・・
。
三
〇
回
以
上
も
旅
を
し
て
い
る
小
松
氏
を
案
内
す
る
の
は
・・・

と
多
少
は
考
え
ま
し
た
が
、
行
っ
て
み
れ
ば
そ
れ
な
り
に
楽
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

昔
（
二
十
〜
三
十
年
前
）
は
、
画
家
が
集
ま
る
酒
場
が
あ
っ
て
週
末

に
行
け
ば
知
人
数
人
に
会
う
の
が
あ
た
り
ま
え
で
し
た
が
、
車
社
会
に

な
っ
て
作
家
達
も
外
で
飲
む
機
会
が
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
当

時
、
酒
席
で
の
画
家
の
話
は
実
に
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

時
々
、
喧
嘩
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
長
年
の
付
き
合
い
で
次
に

会
う
時
に
は
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
の
か
、
相
手
を
熟
知
し
て
い
る
の

か
、
無
視
し
て
い
る
の
か
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

と
に
か
く
思
い
出
深
い
日
々
で
し
た
。

こ
ん
な
酒
宴
の
空
間
、
時
は
、
も
う
ど
こ
に
も
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

第
22
回　

樺
澤
健
治
作
陶
展

会
期　
　

四
月
十
九
日
（
金
）
〜
二
十
五
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
十
時
三
十
分
〜
午
後
七
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
最
終
日
は
、
午
後
五
時
終
了
）

　
　

      

＊
通
常
時
間
と
は
異
な
り
ま
す
。
ご
注
意
下
さ
い
。

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

住
谷
夢
幻
展　
　

―
墨
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
―　
　
〈
企
画
〉

現
在
開
催
中
〜
十
七
日
（
水
）
ま
で

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

石
川
薫
記
念
地
域
文
化
賞
受
賞
者
特
別
講
座

第
三
回

　
「
古
墳
時
代
研
究
か
ら
探
る
〈
群
馬
の
ル
ー
ツ
〉」

　
　

講
師　

深
澤
敦
仁 

氏　
〈
第
１６
回
奨
励
賞
受
賞
〉

　
　
　
　
　

  　
（
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
係
長
）

　
　
　

日
時　
　

六
月
三
十
日
（
日
）
午
後
一
時
〜

　
　
　

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１

　
　
　
　
　
　
　
　

資
料
代　
　

五
〇
〇
円

お
申
し
込
み

　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

電
話　

０
２
７
．
２
５
５
．
３
４
３
４

　

お
申
し
込
み
は
、
展
覧
会
会
期
中
の
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
ま
で

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

ノ
イ
エ
ス
休
廊

　

四
月
二
十
六
日
（
金
）
〜
五
月
十
日
（
金
）

平
出　

浮
足　

豊　

彫
刻
展　

            　
〈
企
画
〉

会
期　
　

五
月
十
一
日
（
土
）
〜
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

木
村
隆
哉
油
彩
展

会
期　
　

五
月
二
十
二
日
（
水
）
〜
二
十
八
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

　

不
可
治
窯　

渋
川
市
赤
城
町
持
柏
木
一
〇
四
〇
―
二

　
　
　
　
　
　

電
話　

０
２
７
９
・
５
６
・
５
６
１
７
（
樺
澤
）


